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ナラ枯れ被害 

の情報提供 に ご 協 力 下 さ い

 

○栃木県ではナラ枯れ被害は発生していませんが、近県で被害が発

生していますので、本県への被害拡大が懸念されます。 

 被害の拡大を防ぐために、ナラ枯れ被害を見かけたら、お近くの

県の関係機関までご連絡願います。 

 

 

 

 

那ナラ枯れとは、 

カシノナガキクイムシが媒介するナラ菌によって 

コナラ・ミズナラなどが枯れる伝染病です。 

 

4.5 

～    

5.0 

mm 

 

 

〈連絡先〉 

・県西環境森林事務所  電話：０２８８－２１－１１７８ 

・県東環境森林事務所  電話：０２８５－８１－９００１ 

・県北環境森林事務所  電話：０２８７－２３－６３６３ 

・県南環境森林事務所  電話：０２８３－２３－１４４１ 

・矢板森林管理事務所  電話：０２８７－４３－０４２７ 

 

 

※１ 東京農工大連合農学研究科（宇都宮大学）福沢朋子氏提供 

 

「森林総合研究所関西支所より」 

 

メス    オス 

 

カシノナガキクイムシ 

栃木県環境森林部森林整備課森づくり担当 

〒３２０－８５０１ 栃木県宇都宮市塙田１－１－２０ 

ＴＥＬ０２８－６２３－３２９６ ＦＡＸ０２８－６２３－３２８９ 

Ｅ－mail: shinrin-seibi@pref.tochigi.lg.jp 

※体長はわずか 4.5～5.0 ﾐﾘﾒｰﾄﾙ程度 
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・コナラ、ミズナラの樹木に発生します（稀にクリ・クヌギ・シイ・カシにも）。 

・根元に大量のフラス（虫のフンと木くず）がたまっています。 

・８月頃に葉が赤褐色に変色します。  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナラ枯れ被害の特徴 

 

ナラ枯れ発生のメカニズム 

 

※１より加工 

 

①

8月～

菌が繁殖、1～2週間で

急激に枯死

孔道内で幼虫が生育

③

②
6 ～7月

羽化、脱出
7～8月

飛来、穿入

集団加害

※林野庁ＨＰ ナラ枯れ被害対策についてより 

 

 

葉が赤褐色に 

変色する 

根元に大量

のフラスが

たまる。 

大量のフラス  

（虫のフンと木くず） 
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１ ８月頃に葉が赤褐色に変色 

 

２ フラス（虫のフンと木くず）の確認  

            

３ 穿孔穴に爪楊枝の先端が 3mm～4mm入るか確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

ナラ枯れの見分け方 

 
※東京農工大連合農学研究科（宇都宮大学）福沢朋子氏提供  

 

ナラ枯れの防除 

□入る（カシノナガキクイムシ） 

□入らない（その他のキクイムシ） 

□大量のフラス有 

 

 

□はい 

 

 

※ナラ枯れ被害対策マニュアル改訂版Ｐ18より抜粋  
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※ナラ枯れ被害対策マニュアル改訂版Ｐ23より抜粋  
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 ※ナラ枯れ被害対策マニュアル改訂版Ｐ24より抜粋  
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※ナラ枯れ被害対策マニュアル改訂版Ｐ28より抜粋  


